
第6次国見町総合計画（基本計画）の一部変更について 

 

＜概要＞ 

第６次国見町総合計画に、若者の定着及び定住人口増加をより促進する取り組みを追加す

るため、総合計画の基本計画の一部を変更するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内容＞ 

・今後の町の人口減少の抑制として移住定住の促進が大きなウェイトを占めることが想定

されるため。「若者の定着及び定住人口増加の取り組み」について総合計画で具体的に位

置付け、より推進するもの 

 

・「移住希望者のニーズを的確に把握し、町の魅力を効果的に発信するとともに、分野横断

的な連携を重ねながら受け入れ態勢を整えます」はすでに記載あり 

 

・「特に若者の定着及び定住人口増加の促進を図るため、奨学金返還や住宅取得など    

の支援を推進します」を新たに記載 

 

＜変更箇所＞ 

〇基本計画：施策６－２－２ 移住定住と関係人口創出（P119） 

 

 

資料５ 
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第６次国見町総合計画（基本計画）の新旧対照表 

 

 

 

改正案 現行 

６－２－２ 移住定住と関係人口創出（P119） ６－２－２ 移住定住と関係人口創出（P119） 

これからの取り組み 

定住・二地域居住の促進 

移住希望者のニーズを的確に把握し、町の魅力を効果的に発信するととも

に、分野横断的な連携を重ねながら受け入れ態勢を整えます。特に若者の

定着及び定住人口増加の促進を図るため、奨学金返還や住宅取得などの支

援を推進します。また定住に限らず、首都圏等にも居住地を置きながら、

国見町との二地域居住など、新たな暮らし方の提案をしていきます。 

 

  

これからの取り組み 

定住・二地域居住の促進 

移住希望者のニーズを的確に把握し、町の魅力を効果的に発信するととも

に、分野横断的な連携を重ねながら受け入れ態勢を整えます。また定住に

限らず、首都圏等にも居住地を置きながら、国見町との二地域居住など、

新たな暮らし方の提案をしていきます。 
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まちづくり６　町として生きるまちづくり
                    (協働・交流連携)

まちづくり６　町として生きるまちづくり
（協働・交流連携)

政策2　人が集まりまた来たくなるまち(交流連携)

指標 現在値
(2019)

中間目標値
(2025)

目標値
(2030)

■町では人口の社会減、少子高齢化が続い
ており、人口減少が進んでいますが、都市圏
に在住する20代から30代の若い世代が地
方移住や二地域居住に高い関心を持ってい
ることから、移住者等に「選ばれる町」にする
ため、国見町独自の強みを明確にし、それを
効果的に発信する必要があります。

移住定住と関係人口*創出

若い世代の移住者が増えています。また、地域外からも関係人口としてまちづくりに積極
的・継続的にかかわる人が増え、広い視点でまちづくりが進められています。

まち・ひと・しごと創生総合戦略

移住希望者のニーズを的確に把握し、町の魅
力を効果的に発信するとともに、分野横断的
な連携を重ねながら受け入れ態勢を整えま

定住・二地域居住の促進

地方創生の新しい軸として、移住した「定住
人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でも
ない、地域や地域の人々と多様なかかわり
を継続する「関係人口」創出に取り組み、地

関係人口の創出

都市部から地方へと人材を積極的に受け入
れ、地域活性化に資する活動をしてもらいな
がら移住定住を図る「地域おこし協力隊」制

地域おこし協力隊制度の活用

す。また、定住に限らず、首都圏等にも居住地
を置きながら、国見町との二地域居住など、
新たな暮らし方の提案をしていきます。

■若い世代、特にこれからの未来を担う子育
て世代の移住を促進するため、地域との連

度の活用によって、意欲ある地域活動の担
い手の定住化を図り、地域の活性化につな
げます。

域外の人材と地域内の人材との相互作用に
より、地域活性化や地域づくりの担い手を育
成します。

携はもとより、子育て支援策との連携、新
たな雇用創出、就農希望者への支援、空家
等の情報提供や新たな活用方法の提案な
ど、分野横断的な取組が必要です。

■地域おこし協力隊*を導入することで意
欲ある地域活動の担い手の定住化を図り、
地域活動の活性化につなげるため、受け入
れ態勢の整備や協力隊員各々のマネジメ
ントなどが課題となっています。

移住相談窓口等において受け付けた相談件数
（出典：総務省「移住相談に関する調査結果」）
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福島県における移住相談は５年で
３倍以上に増えている。

施策
6-2-2

10年後の

現状と 課題

姿

これからの 取り組み

深める 協働

できること

関連計画

あなたが

重要業績評価指標(KPI)

主担当課 企画調整課 連携課 すべての課

町民　民間事業者

相談窓口を介した移住定住者数(累計) ２人 １０人 ２０人

相談窓口を介した二地域居住者数(累計) ０人 ５人 １０人
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275
引き出し線
変更後：特に若者の定着及び定住人口増加の促進　　　　を図るため、奨学金返還や住宅取得など　　　　の支援を推進します。
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